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第2試合

各務野 2 0 立命館

得点
<各務野＞24分・58分＃9佐々木

<立命館＞

戦評

　岐阜県立岐阜各務野高等学校のセンターパスにより第1Qが開始された。開始早々、岐阜各務野高校は勢いのある攻撃で#9佐々
木がヒットシュートを放つも、枠を捉えることが出来ない。立命館高等学校も堅い守備で、サークルインを許さず両者譲らぬ攻防が続
く。11分、岐阜各務野高校が立て続けにPCを取得するも、立命館高校の好セーブにより得点に至らない。得点が動かぬまま0－0で
第1Q終了。
　第2Q、19分立命館高校が立て続けにPCを取得するも、岐阜各務野高校の好セーブに阻まれる。勢いに乗った立命館高校#3佐藤
がリバースシュートを放つも岐阜各務野高校GK#1佐藤の好セーブにより得点に至らない。24分岐阜各務野高校はロングボールを
受けた#8松波がドリブルで切り込み、ゴール前の#9佐々木に確実に合わせ先制点を挙げる。29分1点を返したい立命館高校はPCを
取得するも、チャンスをものに出来ず1－0で岐阜各務野高校がリードしたまま前半が終了。
　第3Q、徐々に立命館高校もペースを掴み始めるも岐阜各務野高校の堅い守備に阻まれる。両者チャンスをものに出来ないまま第
3Q終了。
　第4Q、立命館高校のペースで試合が進む。58分岐阜各務野高校がプレスカットから＃9佐々木が追加点を挙げる。このまま2－0
で岐阜県立岐阜各務野高等学校が勝利し、準々決勝に駒を進めた。

テクニカルオフィサー 齋藤　恵子
アンパイア

原田　竜平
ジャッジ 花部・大村 山田　恵美

第3試合

八頭 3 0 沼宮内

得点
＜八頭＞18分・51分＃7武田、39分＃2井上

＜沼宮内＞

戦評

　岩手県立沼宮内高等学校のセンターパスにより第１Qが開始された。2分鳥取県立八頭高等学校#11林がリバースヒットを放つも枠
を捉えることが出来ない。沼宮内高校も#7今松がドリブル突破するも、八頭高校の堅い守備により攻め切ることが出来ない。第1Q終
了間際、八頭高校が連続してPCを取得し、#4山中がシュートを放つも沼宮内高校GK#1下平にセーブされ0－0のまま第1Q終了。
　第2Q、激しい攻防が広げられる中、18分八頭高校#3山根の打ち込みを#7武田が合わせ、待望の先制点を挙げる。八頭高校は、
プレスカットからPCを取得するも、沼宮内高校の堅い守備で追加点を挙げることが出来ない。1点が欲しい沼宮内高校は、果敢に
サークルへ侵入し絶好のチャンスを迎えるも、得点を返すことが出来ないまま、八頭高校のリードで前半が終了。
　第3Q、34分沼宮内高校はPCを取得し、#2佐藤瑠がドラックシュートを放つも決めることが出来ない。３９分八頭高校がPCを取得す
ると、#2井上がドラックシュートをゴール左下に決める。沼宮内高校は、堅い守備から反撃を狙うもチャンスを作ることが出来ない。
　第4Q、48分沼宮内高校がPCを取得し、#3佐藤宇がスイープでゴールを狙うも枠を捉えられない。51分八頭高校はリバウンドを#7
武田が押し込み3－0と点差を広げる。粘りを見せる沼宮内高校は、積極的に攻撃を仕掛けるも、決定的なチャンスを掴めないまま、
3－0で鳥取県立八頭高等学校が勝利し準々決勝へ駒を進めた。

テクニカルオフィサー 鹿野　育郎
アンパイア

児玉　茂樹
ジャッジ 小林・堀越 黒川　大地


